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Research Category Grant-in-Aid for Cancer Research
Allocation Type Single-year Grants
Research Institution Kanazawa University
Principal Investigator 佐々⽊ 琢磨   ⾦沢⼤学, がん研究所, 教授 (90109976)
Co-Investigator(Kenkyū-
buntansha)
⽶⽥ ⽂郎  京都⼤学, 薬学部, 教授 (80040327) 
⾸藤 紘⼀  東京⼤学, 薬学部, 教授 (50012612) 
川添 豊  名古屋市⽴⼤学, 薬学部, 教授 (80106252) 
兼松 顕  九州⼤学, 薬学部, 教授 (70023041) 
上⽥ 亨  北海道⼤学, 薬学部, 教授 (00001032)
Project Period (FY) 1986 – 1987
Project Status Completed (Fiscal Year 1987)
Budget Amount *help ¥11,300,000 (Direct Cost: ¥11,300,000)
Fiscal Year 1987: ¥11,300,000 (Direct Cost: ¥11,300,000)
Keywords 合成制癌剤 / 鶏卵法 / 分化誘導 / ヒト固型腫瘍 / ヒト前髓球性⽩⾎病細胞 / B16メラノーマ / ミセル形成型⽩⾦錯体 / 新規核酸関連化合物
Research Abstract 1.⽔溶媒中でミセルを形成するように胆汁酸を脱離基としたDACHPのミセル形成型⽩⾦錯体を合成し,その抗腫瘍活性を検討した. これられ錯体は全⾝投与可能
な脂溶性錯体であり, マウス⽩⾎病L1210やマウス悪性⿊⾊腫瘍B16メラノーマに対して,in vivoで著明な効果を⽰した. 脱離基分⼦上の⽔酸基の数,位置,配置が
油層への溶解度,ミラル形成,抗腫瘍活性等に⼤きく影響を与えることを明らかにした. 
2.2′ーdeoxyー2′ーmethylideue cytidine(DMDC) の抗腫瘍活性を更に検討した. その結果, マウス⽩⾎病以外にヒト由未⽩⾎病細胞やヒト由未カルチノーマに
対しても効果が⾒いだされ, DMDCが⽩⾎病のみならずヒト固型腫瘍にも有効であることが分った. ⼜, このDMDCは鶏卵法でもヒト肺癌に制癌効果を⽰した. 作
⽤機作の解明を含めた広範な前臨床実験を⽬下実施中である. 
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